
〈第33総会期主題聖句〉
平和を実現する人々は幸いである
―マタイによる福音書5章9節―

〈ビジョン〉
女性がリーダーシップを発揮し、

人権・平和・環境を大切にする社会
〈ミッション〉

若い女性をエンパワーし、共に社会変革を進めます。
〈バリュー〉
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緊急告知！ 能登半島地震の被災者支援に関する情報は日本YWCA公式サイトで随時公開しています。
みなさまのご協力をお願いいたします。

YWCAの

グローバル
ローカルアクション
「Think globally, act locally――地球規模で考え、地域で行動する」

世界の各地でYWCA運動を担う仲間たちの合言葉です。

それぞれの地域に根差して、女性たちが直面している課題に取り組んでいます。

日本では北海道から沖縄まで24の地域で、

ニーズに即した多彩な活動を展開しています。

一つひとつの活動の根底には、共通の目標があります。

「正義、平和、健康、人権の尊重、持続可能な環境が守られる世界を実現すること」

それは、世界の女性たちが力を合わせ、リーダーシップを発揮することで達成できるもの。

地域の身近な課題と遠い世界の問題は地続きにあります。

今日も、世界に広がるYWCAのネットワークにつながり、

それぞれの場で、世界を変えるアクションを起こしています。

&

Ⓒ名古屋YWCA

ⒸWorld YWCA



を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
高
校
ま
で
仙

台
市
で
過
ご
し
、
学
校
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

の
体
験
談
を
多
く
聞
い
た
と
い
う
一
人
の
学
生
は

「
学
徒
出
陣
や
戦
争
の
犠
牲
者
の
手
記
は
震
災
の
被

災
者
の
話
と
も
重
な
り
、
と
て
も
生
々
し
く
感
じ
ら

れ
た
。
戦
争
の
記
憶
も
語
り
継
が
れ
る
べ
き
だ
と
感

じ
た
」と
話
し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
学
生
自
ら
が

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る「
ピ
ー
ス
マ
ッ
プ
・

ユ
ー
ス
ガ
イ
ド
」の
育
成
を
構
想
中
で
す
。

　

第
１
期
に
函
館
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験
し
た
札

幌
Y
W
C
A
も
、
第
２
期
に
は
中
高
生
か
ら
大
人
ま

で
参
加
す
る
戦
跡
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、

昨
夏
に
は
高
校
Y
W
C
A
東
北
・
北
海
道
地
区
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
実
現
し
ま

し
た
。「
北
海
道
ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
会
館
」で
は

高
校
生
が
被
爆
証
言
や
遺
品
か
ら
戦
争
の
実
相
を
感

じ
取
り
、
北
海
道
大
学
で
は『
北
海
道
大
学
ピ
ー
ス

ガ
イ
ド
』を
片
手
に
平
和
の
視
点
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を

巡
り
、
戦
時
中
の
教
育
・
研
究
の
場
で
何
が
起
き
て

い
た
の
か
、
ま
た
加
害
の
歴
史
を
も
学
び
ま
し
た
。

YWCAの　　ストーリー
1

ローカル
アクション

YWCAでLAといえば、「ローカルアクション」。現在、複数の地域
YWCAが連携し、多彩な活動を展開しています。今回は３つのLAに
注目。それぞれの思い、実施までの歩み、心に響いたエピソードな
ど活動のストーリーから、LAの魅力に迫ります。

次
世
代
に
つ
な
ぐ
、
平
和
の
学
び
の
場
を
作
る

「
平
和
の
守
り
人
」

釧
路
・
函
館
・
札
幌
Y
W
C
A

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
・
地
域
に
開
か
れ
た
平
和
の
学
び
の
場
を
作

る
活
動
。
高
校
Y
W
C
A
の
生
徒
や
大
学
生
と
の
戦
跡
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
大
学
と
の
協
働
に
よ
る「
ピ
ー
ス
マ
ッ
プ
・
ユ
ー
ス
ガ

イ
ド
」の
育
成
、
平
和
学
習
会
等
を
実
施
す
る
。
2
0
2
4
年
度
は

３
地
域
連
続
平
和
講
演
会
を
開
催
予
定
。

　

釧
路
・
札
幌
間
は
高
速
バ
ス
で
５
時
間
半
、
釧
路
・

函
館
間
は
な
ん
と
12
時
間
！
こ
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

の
３
地
域‌

Y
W
C
A
を
つ
な
ぐ
の
は「
若
い
世
代
と

共
に
平
和
を
考
え
た
い
」「
地
域
の
だ
れ
も
が
参
加
で

き
る
平
和
の
学
び
の
場
を
作
り
た
い
」と
い
う
共
通

の
想
い
で
す
。

　

L
A「
平
和
の
守
り
人
」は
今
期
で
３
回
目
。「
若

い
世
代
と
と
も
に
平
和
を
考
え
る
」出
発
点
は
、
函

館
Y
W
C
A
ピ
ー
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会
に

よ
る「
は
こ
だ
て
ピ
ー
ス
マ
ッ
プ
」作
り
と
、
戦
跡

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
活
動
で
し
た
。
観
光
マ
ッ
プ

に
は
載
っ
て
い
な
い
、
身
近
な
町
に
刻
ま
れ
た
戦

争
の
跡
を
一
つ
ひ
と
つ
歩
い
て
調
べ
た
ピ
ー
ス
マ
ッ

プ
。
地
道
な
調
査
と
学
び
の
積
み
重
ね
の
末
、
地
図

と
詳
細
な
解
説
を
加
え
た
冊
子
版
が
完
成
し
、
地
域

の
中
学
校
な
ど
で
も
平
和
学
習
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
L
A
第
２
期
に
は
北
海
道
教
育
大

学
の
学
生
と
の
協
働
で
デ
ジ
タ
ル
版
に
発
展
。
第
3

期
は
大
学
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
後
、
戦

争
や
災
害
に
ま
つ
わ
る
観
光「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

出
発
点
は
函
館
Y
W
C
A
の
ピ
ー
ス
マ
ッ
プ

札
幌
Y
W
C
A
も
若
い
世
代
と
共
に

釧
路
Y
W
C
A
で
積
み
重
ね
た
平
和
の
学
び

　

こ
の
L
A
の
も
う
一
つ
の
目
標
は「
地
域
に
開
か

れ
た
平
和
の
学
び
の
場
」を
作
る
こ
と
。
1
9
7
4

年
の
創
立
以
来
ず
っ
と
平
和
と
憲
法
の
学
習
会
を
地

道
に
積
み
重
ね
て
き
た
釧
路
Y
W
C
A
は
、
今
期
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
札
幌
の「
憲
法
カ
フ
ェ
」で
の
学
び
を

共
有
し
、
2
0
2
4
年
度
予
定
し
て
い
る
清
末
愛
砂

さ
ん（
憲
法
学
者
）の
３
地
域
連
続
平
和
講
演
会
の
た

め
の
勉
強
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
函
館
Y
W
C
A
が
夏
に
実
施
し
た「
ま
る

ご
と
P
E
A
C
E
館
」に
は
延
べ
1
2
0
名
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。
札
幌
Y
W
C
A
の「
憲
法
カ
フ
ェ
」

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
平
和
憲
法
を
考
え
る
講

座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
で
同
時
開
催
し
、
地
域
を

超
え
た
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
地
で
対
立
と
分
断
、
戦
争
が
起
こ
り
多
く

の
人
々
が
困
難
に
直
面
す
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
小
さ

く
と
も
地
道
な「
平
和
の
守
り
人
」と
し
て
の
地
域

Y
W
C
A
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

�

札
幌
Y
W
C
A
　
清
田
悦
子

大学生との戦跡フィールドワーク（函館YWCA）

北海道ノーモアヒバクシャ会館にて被爆証言に耳を
傾ける高校YWCAの生徒たち（札幌YWCA）
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南阿蘇でランドスケープ農業O2Farmを営む大津愛梨さん
を訪ねて

性
。
②
Y
W
C
A
の
魅
力
を
伝
え
仲
間
を
増
や
す
具

体
案
。
③
南
阿
蘇
&
川
内
原
子
力
発
電
所
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
参
加
を
促
す
た
め
、
核
と
人
類
は
共
存

で
き
な
い
こ
と
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　
藤
井
さ
ん
の
言
葉
に
促
さ
れ
、メ
ン
バ
ー
の
総
意
で
、

３
案
を
す
べ
て
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　　

さ
ら
に「
原
発
反
対
と
叫
び
な
が
ら
、
私
た
ち
は
電

気
を
ち
ゃ
っ
か
り
使
っ
て
い
る
。
電
力
会
社
の
人
々

も
み
ん
な
の
幸
せ
を
考
え
て
働
い
て
い
る
の
に
敵
対

視
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
敵
を
つ
く
る
活
動

で
は
、
仲
間
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
」と
い
う
藤
井
さ
ん
の
意
見
に
、
私
は
大
き
く
う
な

ず
き
ま
し
た
。

　

新
潟
に
あ
る
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

は
今
、
再
稼
働
へ
と
傾
い
て
い
ま
す
。
賛
成
反
対
と

分
断
は
あ
り
ま
す
が
、
避
難
す
る
と
な
れ
ば
全
員
が

避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
東
電
も
含
め
た

地
域
住
民
の
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

YWCAの　　ストーリー
2

ローカルアクション（LA 〜 Local Action）

24の地域YWCAが、地域や団体の枠を越えて協働して展開する社会貢献活動と、
それを支援する日本YWCAの事業。日本YWCAのミッションビジョンに基づいて
企画されたアクションプランを地域YWCAから募り、採択されたプランには日本
YWCAが資金提供と広報等をサポート。過去2回実施し、第3期の現在は6つの
ユニークなプログラムが採択された。

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
を
探
る

原
発
事
故
か
ら
学
ぶ
私
た
ち
の
未
来

—

S
D
Gｓ
と
コ
ミ
ュニ
ティ
パ
ワ
ー
の
可
能
性

新
潟
・
福
島
・
静
岡
・
仙
台
・
熊
本
・
函
館
・
松
山
Y
W
C
A

S
D
Gs
達
成
に
向
け
た
暮
ら
し
の
変
革
を
目
指
し
、
近
隣
に
原

発
の
あ
る
７
地
域
の
Y
W
C
A
が
連
携
。
若
い
世
代
を
巻
き
込
み
、

九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所
見
学
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

周
知
活
動
を
通
し
て
、
脱
原
発
に
よ
る
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
あ
り
方
と
コ※

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ワ
ー
の
可
能
性
を
探
る
。

　
「
古
木
が
倒
れ
な
い
と
新
芽
が
出
な
い
。
新
芽
の
た

め
、
場
を
広
げ
る
た
め
に
倒
れ
る
。
倒
れ
た
木
が
新

芽
を
育
て
る
よ
う
な
倒
れ
方
を
し
た
い
。
思
い
っ
き
り

失
敗
し
た
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
、
次
は
あ
な
た
た
ち
の

世
代
だ
と
若
い
人
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
き
た
い
」

　

な
ん
と
潔
い
、
勇
気
と
希
望
の
あ
る
言
葉
で
し
ょ

う
。
近
隣
に
原
発
が
あ
る
7
つ
の
地
域
Y
W
C
A
の

メ
ン
バ
ー
は
、
胸
が
熱
く
な
る
の
を
覚
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
2
0
2
2
年
の
Y
W
C
A
フ
ェ
ス
タ（
全

国
会
員
集
会
）で
、
L
A
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
際

の
、
藤
井
初
子
さ
ん（
松
山
Y
W
C
A
会
員
）の
言
葉
で

す
。
３
案
を
１
案
に
絞
ら
な
い
方
が
い
い
、
S
D
G
ｓ

を
前
面
に
出
し
て
伝
え
た
い
、
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

「
役
に
立
た
な
い
倒
れ
方
は
し
た
く
な
い
。
若
い
人
に

は
必
ず
伝
わ
る
と
思
う
」と
。
間
髪
を
入
れ
ず
、
渡
辺

園
子
さ
ん（
福
島
Y
W
C
A
会
員
）か
ら「
ま
っ
た
く
同

感
！
」の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
３
案
と
は
、
①
同
じ

課
題
を
共
有
す
る
Y
W
C
A
が
つ
な
が
る
こ
と
で
エ

ン
パ
ワ
ー
さ
れ
る
、
ロ
ー
カ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
可
能

失
敗
を
伝
え
て
新
芽
に
バ
ト
ン
を

敵
を
つ
く
る
活
動
で
は
仲
間
を
増
や
せ
な
い

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
2

か
月
後
の
5
月
に
、
加
盟
Y
W
C
A
中
央
委
員
会
が

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
東
京
の
空
気
が
お
い
し
い
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
息
を
す
る
こ
と
も
躊
躇
さ
れ
る
よ
う

な
原
発
事
故
の
被
害
に
あ
い
、
福
島
を
離
れ
て
今
、

や
っ
と
安
心
し
て
呼
吸
が
で
き
ま
す
」と
、
当
時
の
福

島
Y
W
C
A
会
長
で
あ
っ
た
渡
辺
さ
ん
の
言
葉
は
続

き
ま
す
。「
私
た
ち
は
ず
っ
と
原
発
に
反
対
し
、
福
島

Y
W
C
A
も
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
反
対
す
る
運
動
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
故
に
な
っ
て
、
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち

で
す
。
福
島
の
よ
う
な
思
い
は
二
度
と
誰
に
も
さ
せ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
」。
凛
と
し
た
声
は
、
今
も
私
の
耳

に
響
い
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
13
年
に
な
る
原
発
事
故
は
終
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
A
L
P
S
処
理
汚
染
水
の
海
洋
投
棄
の
背

後
で
、「
廃
炉
」が
思
う
よ
う
に
は
進
ま
な
い
現
実
が

隠
さ
れ
、
8
8
0
ト
ン
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
デ
ブ
リ

は
わ
ず
か
に
取
れ
た
だ
け
で
す
。「
原
子
力
ム
ラ
」は

ゾ
ン
ビ
の
よ
う
に
元
気
に
な
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
を
言
い
訳
に
し
て
原
発
再
稼
働
に
躍
起
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
分
断
を
超
え
、
対
話
で
き
る
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
を

つ
く
り
出
せ
る
は
ず
で
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
信
頼

を
培
い
な
が
ら
歩
み
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
の
胸
に
刻
ま
れ
た
言
葉
と
共
に
歩
み
続
け
ま
す
。

�

新
潟
Y
W
C
A
　
横
山
由
美
子

囲炉裏を囲んで味わう炉端焼きは
ユースにも大好評

※地域の人々が主体的に、地域の資源で自然エネルギー事業を進める取り組み。
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る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
を
詰
め

込
ん
だ
２
泊
３
日
の
旅
で
し
た
が
、
女
性
限
定
に
し
た
こ

と
で
多
く
の
方
か
ら
「
安
心
し
て
参
加
で
き
た
」と
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
L
A
と
い
う
事
業
形
態
の
た
め
、
ユ
ー
ス
の
参

加
費
を
安
価
に
抑
え
ら
れ
た
ほ
か
、
全
国
規
模
の
広
報
が

で
き
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
Y
W
C
A
を
知
ら
な
か
っ
た

方
々
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が
会
員

に
つ
な
が
っ
た
の
も
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
他

団
体
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
学
び

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
韓
国
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」は
現
在
、「
こ
れ
か
ら
」の
ス

テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
で

き
た
輪
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
韓
国
教
職

員
組
合
と
の
継
続
的
な
交
流
や
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

訪
れ
た
ソ
ウ
ル
の
社
団
法
人「
P
E
A
C
E
 M
O
M
O
」

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

教
員
組
合
の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
、「
未
来
」を
紡

い
で
い
け
た
ら
と
考
え
ま
す
。

�

名
古
屋
Y
W
C
A
　
増
井
さ
と
み

全国から多世代の女性が参加。
学び、語り、食べる……充実した３日間を過ごした

韓国教職員組合の教師たちと交流会。
最後にプレゼントを贈り合った

を
作
る
旅
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
韓
国
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ユ
ー
ス
に
参
加
を
呼
び
か

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
ユ
ー
ス
と
協
働
す
る
た
め
に

ユ
ー
ス
の
周
辺
に
い
る
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
に
も
、
共

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
未
来
を
作

る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
立
場
で
あ
る
教
員
か
ら
の
多

く
の
参
加
を
求
め
て
、
ご
縁
が
あ
っ
た
愛
知
県
高
等
学
校

教
職
員
組
合
女
性
部
に
共
催
の
声
掛
け
を
し
た
と
こ
ろ
、

快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
実
行
委
員
会
に
教
員

4
名
の
参
加
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

教
職
員
組
合
女
性
部
の
教
員
と
協
働
で
き
た
こ
と
で
、

「
人
権
」「
平
和
」以
外
に「
歴
史
」「
教
育
」に
関
わ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
現
し
ま
し
た
。
選
択
制
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク「
韓
国
近
代
史
を
学
ぶ
」「
慰
安
婦
問
題
を
学
ぶ
」「
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
・
青
少
年
教
育
を
学
ぶ
」は
、「
全
部
行
き
た

い
！
」と
の
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
北
は
宮
城
県
か
ら
南
は
大
阪
府
ま
で
、
幅

広
い
年
齢
層
の
総
勢
38
名
の
女
性
が
参
加
。
う
ち
12
名
が

ユ
ー
ス
で
し
た
。
た
ぶ
ん
韓
国
で
最
も
暑
い
時
期
で
し
た

が
、
初
日
か
ら
多
く
の
見
学
地
を
訪
れ
、
詳
し
い
解
説
を

聞
い
て
、
印
象
深
い
経
験
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
日
目
に
は
韓
国
教
職
員
組
合
の
方
々
と
の
交
流

会
を
持
ち
、
韓
国
と
日
本
の
教
育
事
情
や
そ
の
課
題
を
知

3

出
会
い　
つ
な
が
り　
未
来
を
紡
ぐ

韓
国
ス
タ
ディ
ツ
ア
ー　

日
韓
の「
過
去
」を
知
り
、「
今
」を
学
び
、「
未
来
」を
作
る
旅

名
古
屋
Y
W
C
A
、
愛
知
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
女
性
部

日
本
と
韓
国
の
新
し
い
関
係
性
を
築
く
た
め
、「
過
去
」歴
史
と
政
治
を
学
び
、「
今
」

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
文
化
を
知
り
、「
未
来
」若
い
世
代
の
育
成
や
共
に
取
り
組
む
仲

間
を
つ
く
る
女
性
限
定
ツ
ア
ー
。
地
元
の
教
職
員
組
合
女
性
部
と
協
働
し
、
事
前

学
習
会
を
経
て
、
2
0
2
3
年
7
月
31
日
〜
8
月
2
日
に
実
施
。

　
名
古
屋
Y
W
C
A
は
2
0
2
3
年
に
90
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
れ
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
た
と
き
に
、
ユ
ー
ス
か
ら
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
韓
国
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
想
い
が
よ
ぎ
り
ま
す
。

私
自
身
、
戦
争
に
よ
り
社
会
の
差
別
意
識
が
強
い
中
で
、

違
和
感
を
持
ち
な
が
ら
幼
少
期
を
過
ご
し
、
Y
W
C
A
に

関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
そ
の
差
別
意
識
に
対
抗
し
た
り
、

日
本
軍「
慰
安
婦
」へ
の
不
当
な
扱
い
に
怒
り
の
声
を
上
げ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
現
在
の
ユ
ー
ス

た
ち
は
、
韓
流
ド
ラ
マ
に
感
動
し
、
K-

P
O
P
に
推
し

活
し
、
韓
国
コ
ス
メ
に
憧
れ
る
…
…
。「
韓
国
」と
聞
い
て

感
じ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
世
代
に
よ
っ
て
か
け
離
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
Y
W
C
A
の
特
徴
の
一
つ
に「
世
代
を
越
え
た
協
働
」が

あ
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
会
員
が
ユ
ー
ス
会
員
と
協
働
し
て
い

く
た
め
に
、「
過
去
」を
知
り
、「
今
」を
学
び
、「
未
来
」

「
韓
国
に
行
き
た
い
！
」

地
元
の
高
校
教
職
員
組
合
と
協
働

L
A
だ
か
ら
で
き
た
こ
と

LA
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❶�デンマークYWCA/YMCA提案
「正義ある平和」
❷�韓国YWCA提案
「東アジアの安全保障と公正な平和のための連帯の構築」
❸�パレスチナYWCA提案
「人権の促進と持続可能性の確保にむけた（中東）地域の運
動の支援」

❶�韓国YWCA提案
「放射能汚染水の海洋放出について」
❷�カナダ YWCA提案
「世界YWCA運動による先住民族の権利に関する
国際連合宣言（UNDRIP）の採択と実施」
❸�オランダ YWCA提案
「女性の権利のために世界的に、またこうした反フェミ
ニズムの声に対して断固とした行動を起こすよう呼びか
ける」
❹�ミャンマーYWCA提案
「ミャンマーにおける武力紛争の中で女性と少女が直面
する課題とニーズの保護に関する声明」
❺�オーストラリアYWCA提案
「気候緊急事態の女性に対する影響」
❻�ボリビアYWCA提案
「女性・青少年・子どもに対する性暴力とフェミサイド
に反対するラテン・アメリカ宣言」

� 日本 YWCA 国際担当職員　小笠原 純恵

世界各地から2035年に向けて
第30回世界ＹＷＣＡ総会ハイライト

1898年の第1回大会から30回目となる世界 YWCA 総会が、
2023年11月27日から12月1日にかけて、初のオンラインで
開催されました。世界71の加盟YWCAから代議員・オブザー
バーを含め650名以上が参加。それぞれの場からつながり、
2035年に向けて思いを新たにしました。

　世界YWCA総会は、4年ごとに世界中のYWCAから代表
者が集い、世界運動全体としての方向性を決定する会議で
す。しかし、開催地までの旅費を賄えないYWCAが参加で
きず議決権を行使できないため「意思反映に不公平が生じ、
定足数を満たすのが困難」という課題を抱えてきました。そ
の対策として、入念な準備のもとオンライン開催が実現し
ました。日本からは、全国の地域YWCAから6名の代議員
と10名のオブザーバーが参加。期間中20時～23時（日本時
間）の会議にそれぞれの場からアクセスしました。

　世界YWCAは共通目標を掲げています。「2035年には、
１億人の若い女性と少女が、正義とジェンダー平等を実現
し、暴力・戦争のない世界をつくるため権力構造を変革し、
すべての女性にインクルーシブで持続可能なYWCA運動を
先導します」
　この目標の実現に向けたステップとして、2027年の次回
総会までの４年間の活動計画「方策と計画の枠組み」とそれ
に伴う予算が採択されました。
　また、世界が直面するさまざまな課題を提示し、世界中の
YWCAに行動を起こすことを呼びかける「決議とステートメ
ント」が、世界各国のYWCAから提案され、採択されました。
　日本YWCAからは、パレスチナに関する「正義ある平和」
決議案への賛同を呼びかける発言を行いました。
　またこの総会で、前パレスチナYWCA総幹事ミラ・リゼッ
クさんの世界YWCA会長再任を含め、世界YWCA運営委員
会、ならびに候補者指名委員会が発足しました。新運営委員
の55%、新候補者指名委員会の40%が30歳以下の女性です。

史上初のオンライン開催

決議とステートメント

ステートメント

どこにいても、世界の仲間とつながっている（世界YWCA総会／2019年）

●  若い女性たちへの支援のためのシニアの役割の大切さ、ギフ
トとなるような関わりについて熱く語られた元世界YWCA総
幹事の言葉が心に残りました。

●  日本においては特に女性やフェミニズムに対するバックラッ
シュが依然として厳しい現状がありますが、どこの国もそれ
ぞれ問題を抱えていて、まだまだ女性たちが協力して、互い
をエンパワメントしながら変えていかないといけない部分が
あることを痛感しました。

決議

日本ＹＷＣＡからの参加者の声

●  フルリモートで会議に100%集中するのは難しいと感じまし
た。しかし、通訳、字幕、チャットグループなどを活用し、
インクルーシブな環境づくりに努力していることは感じられ
ます。

●  それぞれの地域にいるYWCAメンバーの声を聞き、他の参加
者からの共感、共有しているチャットをみて、連帯を実感
し、世界YWCA総会の意義を感じました。
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設
立
に
向
け
て

女
性
支
援
の
萌
芽

1
9
1
8
年
、
米
国
Y
W
C
A
か
ら
イ

ネ
ー
ズ
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
と
リ
リ
ア
ン
・

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が
、
京
都
に
Y
W
C
A
を
開

く
可
能
性
を
求
め
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
キ
リ
ス
ト
教
会
の
婦
人
や
同
志
社
女
子

部
な
ど
の
卒
業
生
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
西

洋
料
理
や
英
語
教
室
な
ど
を
開
き
活
動
を
広

げ
て
い
き
ま
し
た
。

1
9
2
0
年
に
は
設
立
準
備
委
員
会
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
翌
年
着
任
し
た
メ
リ
ー
・

新
し
い
憲
法
の
下
で

開
花
し
た
多
彩
な
活
動

戦
後
は
新
憲
法
下
で
の
民
法
や
児
童
福
祉

法
を
活
か
す
べ
く
、
婦
人
法
律
相
談
所
、
児

童
相
談
所
、
児
童
図
書
室
を
設
立
し
、
農
繁

期
に
は
近
郊
農
村
の
託
児
所
へ
奉
仕
活
動
に

行
き
、
食
糧
増
産
を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、

青
年
や
中
学
生
の
夏
の
キ
ャ
ン
プ
の
復
活
、

各
地
域
で
の
「
も
よ
り
会
」
の
開
始
、
さ
ら

に
湯
浅
清
子
副
会
長
が
京
都
市
教
育
委
員
の

選
挙
に
当
選
す
る
な
ど
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た

時
代
で
し
た
。

1
9
5
1
年
に
は
、
西
陣
地
区
で
過
酷
な

労
働
環
境
下
に
い
る
少
女
た
ち
に
「
働
く
少

女
の
た
め
の
生
活
教
室
」
を
開
始
。
キ
リ
ス

ト
教
の
他
団
体
と
共
に
発
起
人
と
な
り
、

「
西
陣
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

70
～
80
年
代
は
、
青
年
部
や
中
高
部
の
活

動
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
男
女
を
問
わ
ず

若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
で
は
得
ら
れ
な

い
自
由
で
自
主
的
な
活
動
の
経
験
は
、
そ
の

後
の
人
生
の
選
択
に
影
響
を
与
え
、

Y
W
C
A
を
担
う
人
材
も
育
ち
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
も
こ

の
時
期
で
す
。
1
9
7
5
年
に
は
、
今
も
そ

の
精
神
を
受
け
継
ぐ
「
ス
リ
フ
ト
シ
ョ
ッ

プ
」
が
開
催
。
87
年
に
は
、
現
在
の

「
A
P
T
（
外
国
人
支
援
の
た
め
の
電
話
相

談
）
」
の
前
身
「
A
W
T
」
が
、
ま
た
少
し

下
っ
て
96
年
、
日
本
語
教
室
「
洛
楽
」
が
、

そ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

1
9
9
1
年
か
ら
2
0
0
1
年
に
は
、
洛

西
地
区
で
女
性
と
子
ど
も
の
た
め
の
洛
西
セ

ン
タ
ー
「
じ
ゃ
む
じ
ゃ
む
」
が
活
動
。

H
I
V
/
A
I
D
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ペ
ー
ジ
総
幹
事
と
ブ
ラ
ン
チ
・
ベ
ス
ト
幹
事

が
準
備
金
の
た
め
に
行
っ
た
初
の
バ
ザ
ー
は

大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
22
年
に
は
山
本

琴
子
が
総
幹
事
に
就
任
。
翌
23
年
3
月
24
日

に
行
わ
れ
た
第
1
回
総
会
に
よ
っ
て
京
都

Y
W
C
A
が
正
式
に
誕
生
し
ま
し
た
。
同
年

9
月
1
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
は
、

京
都
駅
で
他
団
体
と
共
に
避
難
者
へ
の
炊
き

出
し
な
ど
の
救
援
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

外
国
人
幹
事
た
ち
の
献
身
的
な
働
き
で
、

女
性
の
た
め
の
保
養
所
が
京
都
府
北
部
の
丹

後
に
開
か
れ
、
働
く
女
性
の
た
め
の
生
活
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
、
女
子
学
生
寮

の
開
設
、
英
文
タ
イ
プ
科
の
設
置
な
ど
次
々

に
新
し
い
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
事
務

所
は
、
29
年
に
現
在
の
京
都
御
所
の
西
、
室

町
出
水
に
根
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

女
子
教
育
の
発
展
と

第
二
次
世
界
大
戦

1
9
3
6
年
に
家
政
教
育
中
心
の
「
京
都

女
子
学
院
」
が
設
立
。
一
流
の
講
師
に
よ
っ

て
、
自
治
活
動
、
社
会
見
学
、
施
設
奉
仕
な

ど
の
先
端
的
な
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

年
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
事
務
所
に
よ
っ
て
女

性
の
た
め
の
ホ
ス
テ
ル
が
建
設
。
後
年
「
サ

マ
リ
ア
館
」
と
命
名
さ
れ
、
京
都
Y
W
C
A

の
活
動
を
支
え
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
外
国
人

幹
事
た
ち
は
思
い
を
残
し
な
が
ら
全
員
が
日

本
を
去
り
ま
し
た
。
女
子
学
生
寮
も
京
都
女

子
学
院
も
閉
じ
ら
れ
、
会
館
は
京
都
府
庁
へ

の
貸
し
出
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

京都YWCAが初めて発行した周年誌の題名は『古都に咲い
て四十年』でした。2023年に100周年を迎えた今日まで、多彩
な色の花びらが寄り添って凛 し々く咲くアジサイのように、多様
な人々が知恵を絞って困難に立ち向かい、女性をエンパワーし
てきました。

 古 都に咲いて
１００年

京  都  Ｙ  Ｗ  Ｃ  Ａ  物  語

設立初期の幹事（職員）と幹部委員たち

写真提供／公益財団法人京都YWCA

「働く少女のための生活教室」でミシンを習う少女たち（1951年）
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「
P
A
N
」
が
啓
発
活
動
や
配
食
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

並
行
し
て
、
原
爆
絵
画
展
や
韓
国
籍
兄
弟

を
支
援
す
る
「
徐
兄
弟
を
守
る
会
」
な
ど
、

平
和
や
人
権
に
関
す
る
活
動
は
た
ゆ
み
な
く

行
わ
れ
ま
し
た
。
1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
被
災
者
支
援
の
拠
点
と

な
っ
て
い
た
神
戸
Y
W
C
A
に
大
勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

平
和
へ
の
思
い
と
、

新
事
業
の
模
索

1
9
9
0
年
代
は
憲
法
改
悪
の
動
き
に
抗

し
、
非
核
・
非
暴
力
運
動
を
活
発
化
。
新
日

米
防
衛
指
針
の
廃
案
に
向
け
た
活
動
、
有
事

法
制
反
対
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
武
力
で
平
和
は

つ
く
れ
な
い
」
の
横
断
幕
を
持
っ
た
繁
華
街

で
の
定
期
的
な
サ
イ
レ
ン
ト
ア
ピ
ー
ル
を
始

め
ま
し
た
。

日
本
Y
W
C
A
主
催
の
「
ひ
ろ
し
ま
を
考

え
る
旅
」
、
ハ
ー
グ
市
民
平
和
会
議
、
沖
縄

で
の
学
び
な
ど
に
会
員
や
職
員
を
送
り
出
し

ま
し
た
。
2
0
0
1
年
9
月
11
日
に
起
き
た

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
の
10
日
後
に
は
、

平
和
の
祈
り
を
込
め
た
市
民
パ
レ
ー
ド
を
主

催
。
こ
れ
は
現
在
の
「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
京

都
」
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
平

和
へ
の
意
識
と
活
動
が
高
ま
っ
た
90
年
代
で

し
た
。

ま
た
親
と
子
ど
も
の
育
ち
を
支
援
す
る
活

動
と
し
て
、
「
絵
本
の
世
界
」
講
座
シ
リ
ー

ズ
や
親
子
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
、
現
在
の
活

動
の
原
点
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

建
物
の
大
規
模
補
修
が
必
要
と
な
る
問
題

に
対
処
す
る
た
め
に
、
2
0
0
9
年
に
は

「
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

『古都に咲いて100年
～女性の視点から社会の変革をめざした
歴史を未来につなぐ～』

もっと知るなら！

鈴木伶子日本YWCA総幹事（当時）を招いて行われた年会（2005年）

安心して過ごせる、食でつながる居場所「Yここkitchen」（2020年）

発行／公益財団法人京都YWCA
1000円（送料別）

ち
上
げ
、
会
館
改
修
と
新
事
業
に
つ
い
て
の

検
討
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
起
き
た

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
大
き
な

衝
撃
で
あ
り
、
被
災
者
支
援
委
員
会
の
も
と
、

募
金
や
物
資
支
援
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
福
島
で
の
学

習
支
援
な
ど
を
続
け
ま
し
た
。

多
世
代
・
多
文
化
ふ
れ
あ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の

案
に
沿
っ
て
、
2
0
1
4
年
9
月
に
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
サ
ラ
ー
ム
」
、

ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
食
堂
「
う
ら
ら
か

ふ
ぇ
」
を
開
始
し
、
翌
15
年
4
月
か
ら
自
立

援
助
ホ
ー
ム
「
カ
ル
ー
ナ
」
が
開
所
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
業
案
は
「
女
性
高
齢
者
に

住
ま
い
と
社
会
参
加
の
機
会
を
提
供
す
る
多

世
代
・
多
文
化
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
」
と
し
て
、
国
土
交
通
省
の
「
先
導
的

事
業
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
14
年
に
は
公
益
財
団
法
人
に
な
り
、

16
年
か
ら
は
京
都
府
の
若
者
就
労
等
就
職
支

援
推
進
事
業
に
登
録
し
、
若
者
の
就
労
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
カ
ル
ー
ナ
の
入
居

者
、
退
去
者
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者

が
、
「
う
ら
ら
か
ふ
ぇ
」
で
働
く
な
ど
し
て

経
験
値
を
高
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た
2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ

た
居
場
所
事
業
「
Y
こ
こ
　
　
　
　
」
は
、

若
者
や
多
文
化
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
と
そ
の
家

族
の
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

K
itchen

京
都
市
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
、
20
年
に

「
京
都
Y
W
C
A
あ
じ
さ
い
保
育
園
」
を
開

園
し
た
結
果
、
京
都
Y
W
C
A
で
は
文
字
通

り
、
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代
が
集
う

「
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
合
っ
た
新
し
い
会
員
活
動
の
形
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
時
代
に
柔
軟
に
、
ま
た
ね
ば
り

強
く
対
応
し
て
き
た
京
都
Y
W
C
A
の

D
N
A
を
つ
な
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
１
０
０
周
年
記
念
実
行
委
員
会

100年の歩みを振り返ると共に、過去
から現在にいたる事業・活動を５つの
テーマで紹介。活動に関わったゆかり
の人々によるコラムでは、活動秘話や
人々のストーリーが見える。女性の視
点で編まれた近代の大河ドキュメント
でもある1冊。
問い合わせ／京都YWCA事務局  075-431-0351
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〈第33総会期主題聖句〉
平和を実現する人々は幸いである
―マタイによる福音書5章9節―

〈ビジョン〉
女性がリーダーシップを発揮し、

人権・平和・環境を大切にする社会
〈ミッション〉

若い女性をエンパワーし、共に社会変革を進めます。
〈バリュー〉

キリスト教基盤　平和・環境　人権　セーフスペース
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費

赤
石
め
ぐ
み　

秋
元
靖
子　

浅
田
啓

阿
部
幸
子　

五
十
嵐
和
子　

池
上
幸
子

井
澤
浩
一　

井
田
す
み　

伊
藤
惠
子

伊
藤
眞
代　

宇
都
宮
芳
子　

江
﨑
啓
子

遠
藤
真
理　

笈
川
光
郎　

大
里
喜
美
子

織
田
光
恵　

兼
子
佐
与
子　

幸
田
良
子

小
酒
井
藍
子　

小
宮
一
子　

近
藤
眞
由
美

齋
藤
知
子　

斎
藤
喜
子　

篠
山
淳
子

佐
藤
清
子　

汐
崎
康
子　

柴
田
恵
子

清
水
靖
子　

杉
野
孝
子　

武
内
冨
貴
代

竹
田
と
し
子　

田
中
美
紗
子　

辻
井
夏
子

露
木
美
奈
子　

都
木
恵
子　

得
永
道
子

中
尾
貢
三
子　

長
尾
眞
理
子

中
山
美
津
江　

西
田
和
子　

新
田
和
子

野
﨑
誠
一
郎　

野
澤
節
子　

野
々
村
耀

野
村
春
江　

野
呂
幸
子　

萩
尾
出
穂

畑
山
み
さ
子　

八
村
悠
紀
子　

原
紀
子

原
芙
左
惠　

原
田
由
美
子　

深
田
淑
子

別
所
加
恵　

牧
甫　

宮
澤
玲
子

村
松
武
司　

桃
井
明
男　

森
田
矩
子

森
朋
子　

森
山
和
子　

八
木
高
子

山
田
純
子　

山
本
貴
美
子　

吉
田
亜
希

吉
田
暁
美　

依
田
良
子

一
般
財
団
法
人
広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

松
山
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ	

匿
名

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
募
金

（
平
和
を
創
り
出
す
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
養
成
）

阿
部
幸
子　

池
上
幸
子　

上
村
兪
巳
子

内
山
康
一　

梅
林
宏
道　

江
﨑
啓
子

遠
藤
真
理　

遠
藤
洋
子　

大
澤
恵
美
子

大
西
し
げ
子　

織
田
光
恵　

加
納
美
津
子

嘉
屋
陽
子　

河
越
良
子　

川
村
悦
子

木
田
み
な
子　

木
本
洋　

清
塚
典
子

桐
村
亘
子　

久
保
マ
サ
子　

粂
み
ち
代

小
宮
一
子　

小
村
明
子　

近
藤
眞
由
美

齋
藤
知
子　

斎
藤
喜
子　

坂
上
信
子

佐
藤
清
子　

首
藤
和
子　

白
井
邦
子

杉
山
知
子　

武
内
冨
貴
代　

田
崎
桂
子

田
中
京
子　

旦
節
子　

辻
井
夏
子

露
木
美
奈
子　

寺
嶋
公
子　

都
木
恵
子

得
永
道
子　

中
尾
貢
三
子　

長
尾
眞
理
子

中
島
美
登
里　

中
西
ト
ク
子　

西
田
悦
子

新
田
和
子　

仁
田
裕
子　

野
﨑
誠
一
郎

野
々
村
耀　

野
村
春
江　

萩
尾
出
穂

馬
場
元
毅　

原
紀
子　

原
芙
左
惠

原
田
由
美
子　

平
櫛
紀
子　

笛
木
直
子

深
澤
友
理　

福
田
公
子　

古
川
道
子

古
谷
都
紀
子　

別
所
加
恵　

牧
甫

松
下
真
佐
子　

松
田
和
子　

村
上
千
代
子

桃
井
明
男　

森
田
矩
子　

山
田
純
子

山
本
容
子　

吉
田
亜
希　

吉
田
暁
美

渡
邉
の
ぞ
み

み
な
も
書
房

日
本
基
督
教
団
久
ヶ
原
教
会

日
本
基
督
教
団
田
園
調
布
教
会 

シ
オ
ン
会

梅
花
中
学
高
等
学
校 

宗
教
部

釧
路
Y
W
C
A

一
般
財
団
法
人
広
島
Y
W
C
A

松
山
Y
W
C
A

災
害
時
支
援
募
金

（
国
内
外
の
災
害
被
災
者
支
援
）

嘉
屋
陽
子

梅
花
中
学
高
等
学
校 

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
部

（
オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
）

磯
村
美
保
子　

井
田
す
み　

市
川
真
美
恵

上
村
兪
巳
子　

内
城
恵　

宇
都
宮
芳
子

梅
林
宏
道　

江
﨑
啓
子　

榎
本
み
つ
枝

遠
藤
真
理　

大
澤
恵
美
子　

大
西
し
げ
子

小
渕
真
理　

梶
井
洋
子　

柏
木
妙
子

加
納
美
津
子　

川
上
哲　

河
越
英
里

木
田
み
な
子　

木
本
洋　

清
塚
典
子

具
島
美
佐
子　

粂
み
ち
代　

桑
原
貴
子

小
泉
陽
子　

神
門
佐
千
子　

河
野
章
子

小
髙
聡
美　

後
藤
光
彦　

小
宮
一
子

小
村
明
子　

齋
藤
知
子　

斎
藤
康
代

斎
藤
喜
子　

坂
上
信
子　

阪
本
和
子

佐
藤
清
子　

サ
リ
バ
ン
和
恵　

下
村
昭
子

白
井
邦
子　

杉
山
知
子　

髙
橋
貞
二
郎

田
林
綱
紀　

張
善
花　

都
木
恵
子

得
永
道
子　

友
田
シ
ズ
エ　

中
尾
貢
三
子

長
尾
眞
理
子　

中
西
ト
ク
子

中
村
み
ゆ
き　

西
崎
敦
子　

西
田
悦
子

新
田
和
子　

仁
平
の
ぞ
み　

根
岸
朋
子

野
﨑
誠
一
郎　

野
々
村
耀　

野
村
春
江

野
呂
幸
子　

萩
尾
出
穂　

林
修
二

林
育
一
郎　

原
紀
子　

原
芙
左
惠

原
田
由
美
子　

福
田
公
子　

古
田
道
子

古
谷
都
紀
子　

別
所
加
恵　

牧
甫

松
岡
信
子　

松
田
和
子　

桃
井
明
男

山
田
純
子　

吉
田
暁
美　

依
田
良
子

和
田
博
子

み
な
も
書
房

一
般
財
団
法
人
広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ 

カ
ン
ナ
の
会

松
山
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

匿
名

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
）

庄
司
浩
美

熊
本
市
キ
リ
ス
ト
教
連
合 

婦
人
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ 

ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

酪
農
学
園
大
学
附
属
と
わ
の
森
三
愛
高
等

学
校 

宗
教
部

（
パ
レ
ス
チ
ナ
Y
W
C
A
支
援
）

上
野
學　

榎
本
み
つ
枝　

嘉
屋
陽
子

川
上
哲　

熊
江
雅
子　

庄
司
浩
美

竹
田
と
し
子　

寺
沢
京
子　

中
山
美
津
江

永
山
峰
子　

西
田
和
子　

野
﨑
斐
子

笛
木
直
子　

藤
村
幸
子　

文
田
則
子

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
札
幌
バ
プ
テ
ス
ト

教
会

公
益
財
団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金

中
尾
貢
三
子

日
本
基
督
教
団
市
川
三
本
松
教
会

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
大
森
教
会

大
森
ル
ー
テ
ル
幼
稚
園

東
洋
英
和
女
学
院 

同
窓
会

一
般
財
団
法
人
広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
カ
ー
ロ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
募
金
）

カ
ー
ロ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ　

54
件

（
２
０
２
3
年
10
月
16
日
～
12
月
15
日

敬
称
略
）

12
月
号
発
送
に
関
す
る
お
詫
び

『
Y
W
C
A
』2
0
2
3
年
12
月
号（
No.
7
7
7
）に
お
い
て
、
一
部

の
発
送
に
不
備
が
あ
り
ま
し
た
。
読
者
の
み
な
さ
ま
、
関
係
者

の
み
な
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
謹
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
以
後
、再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

公
益
財
団
法
人
日
本
Y
W
C
A
代
表
理
事
　
実
生
律
子

　パレスチナYWCA（The YWCA of Palestine）
は1893年の創設以来、女性のエンパワメントと平
和の実現に取り組んでいます。国際ネットワークと
してのYWCAは、1948年からパレスチナ難民問題
への行動を呼びかけ、パレスチナYWCAに連帯して
います。日本YWCAのパレスチナ支援は、1991年
に平和のためのアクションとして始まりました。
2021年のイスラエル軍によるガザ空爆後は、パレ
スチナYWCAと連携してクラウドファンディングを
実施。ガザの子どもたちの心をケアする活動を支援
しました。そして今、軍事侵攻の即時停戦とパレス
チナに正義ある平和の実現を求めて、それぞれの場
でのアクションを呼びかけています。

YWCAとパレスチナ支援活動

要請書
「現在ガザ地区で起こっているジェノ
サイド（大量虐殺）を止める報道を！」
への個人・団体賛同

オリーブの木キャンペーン募金

パレスチナYWCA支援募金

世界YWCA声明（日本語版）
「ガザにおけるジェノサイドと女性と
子どもへの影響について」
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